
         

 

 
 
 
 
 
 

【上川中部森林管理署】【北空知支署】 
令和 4 年 9 月 20～21 日の 2 日間、上川中部森

林管理署及び北空知支署の国有林において、北海道
立北の森づくり専門学院（北森カレッジ）2 年生 36
人に「一貫作業システム」について、講義及び現地実
習を開催しました。 

初日に、北森カレッジにて森林の現況、伐採・再造
林、一括発注することによるコストの縮減、大型地
拵、コンテナ苗の活用、下刈の省略・省力化、機械下
刈、軽労化、各種試みなどについて講義を実施しまし
た。その後、上川町の国有林において、大雪林業株式
会社の協力のもと、フォワーダでの集材や高性能林
業機械フェラーバンチャザウルスロボでの地拵を見
学しました。また、昨年北森カレッジを卒業し大雪林
業株式会社に就職した先輩からの体験談もあり、生
徒たちは興味津々に聞いていました。 

21 日は、北空知支署国有林にて、担当から林況や、
保残木設定に伴う天然更新補助施業の内容などにつ
いて説明を受け、その後チェンソー伐倒とフェラー
バンチャザウルスロボによる伐倒を見学しました。 

 

 
 
 

 
 

【日高南部森林管理署】 
令和 4 年 9 月 14 日（水）、北海道えりも高等

学校 1 年生 23 名が、えりも国有林内においてク
ロマツ植栽地の枝落とし体験を行いました。 

この取組は、えりも地区連携型中高一貫教育「環
境教育 百人浜に学ぶ」として、中学校では植樹、
高校では枝落としをしてもらい、森づくりへの貢
献と身近にある自然環境のことを考えるきっかけ
作りとして行っているものです。 

まず、開講式で枝落としの必要性についての話
を聞いたあと、中学生時代に自分達が植樹した箇
所の様子を観察しに行きました。 

その後、枝落としを行う場所へ移動し、枝落と
しの方法や注意点について説明を聞いたあと、各
班の持場に分かれて作業を開始しました。最初は
ノコギリの使い方もぎこちない様子でしが、次第
に慣れてくると作業スピードも上がり楽しくなっ
てきたのか夢中になって時間ギリギリまで枝落と
しをしている生徒もいました。 

  
【日高北部森林管理署】 

令和 4 年 9 月 16 日（金）、日高小学校 5 年生 6
名を対象に、「総合的な学習時間」の一環として森林
教室を実施しました。はじめに日高小学校内で森林
や林業について、図面や写真などで説明したあと、国
有林内で間伐等の作業をしている現場に行きまし
た。作業現場では職員が林業機械について説明を行
いながら、木を伐採・玉切りしているのを間近で見る
ことができ、「わー、すごーい」と歓声があがってい
ました。 

その後、実際に乗車し、作業員の方にどのように動
かすかレバーに触れながら一人ずつ操作方法を教わ
りました。順番を待っているあいだ児童たちはドロ
ーンを見学したり、木を運ぶフォワーダに乗せても
らい森林作業道を走行したり、スウェーデントーチ
（たき火をする丸太）作りで丸太の断面に十字に切
り込みを入れる作業をしました。森林に囲まれた日
高ならではの内容盛り沢山な森林教室になりまし
た。 

北の森づくり学院生
へ講義及び現地実習
の開催 

「各地からの便り」の詳細は  検索 森もりスクエア 

 
【北海道森林管理局】【空知森林管理署】 

令和 4 年 9 月 26 日（月）、北海道長沼高等学校
の 2、3 年生 77 人を対象に出前授業を開催しまし
た。長沼高等学校は、10 月 21 日（金）に地元の国
有林防風保安林内で植樹作業を予定しており、今回
はその事前学習としての授業です。 

当日は職員で林業漫画家でもある平田係長が、「林
業漫画家からのメッセージ」と題し、日本の森林・林
業全般についての講義を行ったのち、空知森林管理
署が整備を進める「凸型防風保安林」の重要性や役割
についての説明を行いました。授業の後半では、事前
に「北の森漫画」を読んだ生徒からの質問に答える時
間も設け、「山の中で熊に遭遇したことは？」や「木
とコンクリートの違いは？」といったものから、「な
ぜ漫画を描こうと思ったのか？」といったものまで、
幅広い質問が寄せられました。 

国有林の職員が現場で使用する、スパイク長靴や
輪尺、熊スプレー等の実物も展示され、生徒の皆さん
は実際に手に取り記念撮影をしたりして、森林・林業
に対しての興味を深めていました。 
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木材利用促進月間 

「ウッドチェンジ！ スペシャル対談」配信予告 

毎年 10 月は「木づかい促

進月間」です。（10 月 8 日

は「十と八」で「木」の日）。 

「木づかい運動」の促進にか

かるイベントの開催など、全

国で様々な取組が展開され

ます。 

 

三島千枝(チエモク(株)代

表取締役)と平田美紗子(林

野庁林業漫画家)のスペシャ

ル対談を maff channel に

て配信予定です。 

 

今月の木 「シナノキ」 

 今月は「シナノキ」のイラストを表紙の 

月数字のうしろに掲載しました。 

アイヌ語で「シナシナ」は「結ぶ」の意味。

皮を布や縄の材料にしたようです。 

詳しくは、ホームページの 

「北海道の木のえほん」 

をご覧ください。 
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